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議事資料１ 

アクションプラン（案）作成に向けたアンケートとりまとめ結果（1/3） 
委員 取組の主体（団体） 取り組む地域 取組内容 取組の背景やねらい 必要な行政の支援内容 アクションプラン案への反映 

Ａ委員 

小学生または中学生 町内会単位 

『小・中学生主催ラジオ体操会』 
・毎朝、地域の公園等で小・中学生が主催するラジオ体操会を開催する。 
・参加対象は特に定めず、自由参加とする。 
・同様な考え方（下記の背景やねらい参照）で、主催者は異なるが「地域

食堂」、公園や空きスペースを活用しカフェなどの簡単なイベントを組
み合わせた「交流タイム」の設定、大型ショッピングセンターを活用し
たウォーキングイベントなどさまざまな手法が考えられる。年代、性別
を問わず誰でも、気軽に参加できる（自由参加）、負担が少ない、頻繁
に顔を合わすことが見込めるなどの要件があることが大切。 

・地域力を高めるためには、まず地域の交流力、
ひいては個人の交流力を高めることが大切で
ある。 

・地域と関わることへの煩わしさや負担を感じや
すい現代において、気楽に自発的に参加し交流
できる場を作り交流力の向上につなげる。 

・キャンペーン告知 
・必要があれば防犯カメラ設置の補助 
・行政職員の参加 

☆掲載 
【2-(1)-(ｳ) 交流機会の創出】 

地域団体、NPO、行政、
社協、福祉施設、企
業、専門家、学校 

小学校区、中学
校区、安佐南区
全域、市全域 

『「地域ケア会議」および「協議体」の活性化と相互の連携、双方向化』 
・地域共生型社会をより充実した取り組みとするために、主に町内会・
小学校区・中学校区単位では地域住民を中心とし必要に応じて関係者
を加える「地域ケア会議」の設置、そして、主に区域では地域代表者
および上記関係者によって構成される「協議体」の設置を国（もちろ
ん広島市も）示している。これら会議、協議体が活性化し、官民およ
び関係者の連携、協働力が高まり重層的な支援力を持つことはとても
大切である。さらに、地域⇄小学校区⇄中学校区⇄区⇄市というそれぞれ
のレベルで双方向に情報が共有され、必要に応じて圏域を超えた協働
体制が生まれることや新たな仕組みや制度創設につながることをぜひ
期待したい。 

・例えば、障がいのある子どもたちを例にとると、
同様のことをねらいとした「自立支援協議会」
というのがあるが、専門部会、区全体会議、市
レベルの会議がそれぞれ設置されているが、双
方向的な情報の行き来は若干あっても、単なる
情報共有で終わることが多く、新たな仕組み、
制度創設提案を行う力量や機能は持てていな
いのが現状であると感じている。 

・行政は支援者ではなく地域共生社会
を実現するための当事者として参
加することが大切である。またこの
取り組みが実現するには、東区が先
行して実施している縦割り対応の
弊害をなくした行政職員体制やよ
り一層のアウトリーチが行われ、地
域と行政がともに地域の目線で汗
を流し、協働の経験値を高めること
が大切。 

☆広島市地域共生社会実現計
画に基づく全市的な取組と
して、今後、活性化や連携の
推進方法等を検討していく
こととし、本アクションプラ
ンには掲載しない。 

行政、地域団体、
NPO、社協、福祉施
設、企業、専門家、
学校等 

安佐南区全域 

『「地域共生推進会議」の創設』 
地域共生型社会を実現するために「地域共生推進窓口」を区役所内に設
置する。そこでは、地域共生に向けた住民等からの多様な相談を受け付
け、必要に応じて現地に出向くなどして、活動課題の解決を手伝う、活
動の定着発展のためのアドバイスを行うなどの中間支援的な役割を果た
す。その窓口の母体となるのがこの地域共生推進会議であり、上記関係
者で構成し実際の運営も行う。相談対応、中間支援活動を重ねることに
より、地域共生社会を後押しするための官民の協働のプラットフォーム
ができていくとともに、地域共生社会の未来像およびその社会の中でそ
れぞれが果たす役割が見通せるようになることを期待したい。 

・現状で、区役所の地域おこし推進課、安佐南区
社会福祉協議会がこうした役割の一部を担っ
ていると思われるが、地域活動はより多種多様
に展開されており、今後一層そうした市民活動
が活性化していくことが想定されることから、
官民協働でそうした地域活動を見つめ、ともに
考え、支援し、地域共生活動に高めていったり、
そのためのバックアッププラットフォームを
構築していくことはとても大切だと考えてい
る。そうした官民協働の中間支援組織が区域に
あるということも重要であると思う。 

・必要経費の予算化 
・担当職員の配置 
・協働しようとする姿勢 

☆広島市地域共生社会実現計
画に基づく全市的な取組と
して、地域共生社会の実現に
向けた取組状況を踏まえ、必
要性、役割なども含めて今
後、検討していくこととし、
本アクションプランには掲
載しない。 

Ｂ委員 

安佐南区の大学とそ
の周辺の各種団体 

安佐南区全域 
 安佐南区民まつりの運営に、区内の大学生にも参画してもらい、地域
の特色、大学の特色をアピールする。 

・安佐南区は５大学・２短大が集中する文教区で
あり、若者が集まるこの地域を、若い力と知恵
で活性化を図る。 

・会場となる公共施設の提供 
・各大学間との連絡調整 

☆以下の事業での対応を検討 
【4-(1) 大学と地域の交流・連
携の促進】 

武田山に関するボラ
ンティア団体 

安佐南区全域 

 年に一度「安佐南区武田山登山会」を開催する。いくつかある登山ル
ートをボランティアの解説を聞きながら辿り、一斉に山頂を目指す。な
お、このプログラムは、以前、祇園町商工会と公民館、各ボランティア
団体により「武田山一斉登山」として実施していたが、現在は休止状態
にある。 

・安佐南区のシンボル的な山である武田山を、身
近なハイキングコースとして市民に親しんで
もらうことと、武田山と戦国武将の安芸武田氏
の歴史ロマンにも触れてもらう。 

・計画立案 
・ボランティア団体への依頼 

☆掲載 
【1-(2)-(ｱ) ふるさと安佐南
再発見事業】 

Ｃ委員 
公民館、小学校、大
学、地域団体等 

安佐南区全域 

『地域資源を活用した魅力づくり、魅力の情報発信』 
・公民館活動の一環として作成された古代山陽道を基にした散策ルート、
沼田まちづくり協議会の散策ルートなどをベースに、人が楽しめる環
境づくりを進めて、区内外の人に紹介する。 

・併せて、地域のおすすめの食の紹介などを行う。 
・環境づくりの一環として、沼田地区の散策ルートに市立大学芸術学部
の彫刻等の作品を展示する。 

・子どもの頃から郷土の歴史を学び、郷土への関心を高めるため、小学
校で散策ルートを課題とした総合学習を実施する。 

・四季の写真等を用いて、地域の自然や見所を SNSなどで発信する。 
（大学のウォーキング系サークルの協力を得た情報発信） 

・地域の自然、文化、歴史などの資源を活用して、
生活環境を豊かにする。 

・それらを活用して、人が訪れる地域づくりを行
う。 

・地域の魅力の掘り起こし 
・公民館、学校、地域団体への働きか

け 
・地域活動への支援 
・散策ルートの安全確保 

☆一部掲載 
【1-(2)-(ｲ) 地域資源となる
公共施設等を活用した魅力
づくり】 

 
☆その他は、以下の事業での対
応を検討 
【1-(1)-(ｲ) 安佐南マイタウ
ンレポーター事業】 

【4-(1) 大学と地域の交流・連
携の促進】 

Ｄ委員 地域団体 町内会単位 ・自主防災組織の整備、強化 

・各学区内の自主防災会について、地域によって
整備状況にばらつきがあり、中には、防災訓練、
避難訓練すら実施できていない地域がある。 

・広島豪雨災害と同レベルの豪雨によって再度災
害が発生する可能性は否定できず、ハード面で
の災害対策が困難であれば、自主防災組織の早
急な整備、強化が必要である。 

・自主防災組織の活動への支援 
・モデル地区となる防災組織の紹介 

☆掲載 
【2-(2)-(ｲ) 災害に強いまち
づくりの推進】 
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議事資料１ 

アクションプラン案作成に向けたアンケートとりまとめ結果（2/3） 
委員 取組の主体（団体） 取り組む地域 取組内容 取組の背景やねらい 必要な行政の支援内容 アクションプラン案への反映 

Ｅ委員 
安の花田植実行委員

会 
安地域 

『安の花田植』 

戦国時代から 400 年以上、江戸時代から 200 年以上、途中途絶えたも

のの安地区で盛んにおこなわれてきた。昭和 34年に長楽寺の観音田で行

った「安の花田植」は途絶えてしまった。先人たちが残してくれたこの

素晴らしい伝統芸能がこのまま過去の史実に終わってしまうのではない

か、との懸念から、平成 15 年に、安の花田植を後世に伝えていこうとい

う活動を始め、「安の花田植保存会」が設立され、幸いにも楽譜やテープ

が見つかり、当時を知るわずかな聞き伝えを頼りに早乙女踊りや采ぶり

を形として再現することができた。平成 18 年に 48 年ぶりに「安の花田

植実行委員会」を立ち上げ、「大朝飾り牛保存会」の協力を得て、再現す

ることができた。 

・安地域の各種団体が協力して実施することによ

り、地域の連帯と人間関係が形成された。 

・初めて花田植を見た人たちは、想像以上の迫力

と先人たちが残してくれた素晴らしい郷土芸

能の素晴らしさに感動した。 

・地域の都市化が進み、花田植をする

田が無くなった。広島県と協議して

県営住宅跡地が草原となっている

場所を長期的に地域に利用させて

ほしい。 

☆以下の事業での対応を検討 

【1-(2)-(ｱ) ふるさと安佐南

再発見事業】 

Ｆ委員 各学区体育協会 安佐南区全域 

・区内の大学の特徴を把握し、各学区体協が協働できる項目を抽出し、

双方が各地区内で課題解決につながり、かつ活力ある地域活動につな

げていく。 

・大学と各学区の連携を図ることと、区内での人

的交流の推進 

・各大学が行っている地域交流の事例

紹介 

・各大学の知的資源の紹介 

☆以下の事業での対応を検討 
【4-(1) 大学と地域の交流・連
携の促進】 

Ｇ委員 

毘沙門台学区社協 毘沙門台学区 

『住民の健康つくり』 

・毘沙門台学区のコミュニティ機能の充実と「健康のまちつくり」推進 

・街区公園９か所に設置した高齢者向け健康遊具めぐり(移動距離 3km)

の有効利用の促進 

①高齢者向け健康遊具の活用促進「お元気くらぶ」活動の拡充 

②健康つくりに取り組んでいるグループと取り組んでいないグループの

日常生活の健康格差の検証プロジェクトの取組み 

大学連携(広島都市学園大学リハビリテーション科 宮原 講師  

  実施期間：:約 6ケ月間のデーター収集と比較解析を行う。 

  収集データーは、活動強度・心拍数・歩数・睡眠状況・移動時間 

③事前検査の実施準備の内容 

  認知機能検査・身体機能検査(握力)・ＱＯＬ・手指の巧緻性 

①健康寿命の延伸による医療費の削減を目指す

モデルつくり 

②健康にかんする講座の企画提供。栄養摂取と口

腔ケアほか 

③健康運動メニューの補完策の充実「ラジオ体操

教室」の定例開催。 

特定健診受診目標の設定とインセン

ティブ制度の検討  

・疾病の早期発見と早期治療による健

康寿命の延伸にとりくみ、医療費、薬

剤費の削減を目指す。 

・健診結果にもとづく食生活改善指導

要員の拡充 

・看護師経験者の活用策の検討 

・健康に関する取り組みを行い、医療

費や薬剤費の削減に努めている住民

向けのインセンティブ制度の検討を

お願いしたい。 

☆掲載 

【2-(3) 健康に暮らせるまち

づくりの推進】 

学区自主防災連合

会・民生委員児童委

員協議会・学区構成

町内会ほか 

毘沙門台学区

および隣接す

る学区 

①大規模災害発生時の人災防止の取組み 

 避難行動要支援者の支援方法の協議と体制の確立 

②防災意識啓発用 DVDの作成と活用 (暫定版ＤＶＤ) 

 「避難行動を呼びかける警戒レベルとは」 

  空から見てみよう 毘沙門台 グーグルマップによる危険個所は 

・映像による毘沙門台災害時対応マニュアルの作成と活用 

 ・グーグルマップを活用した、避難行動要支援者のマーキング 

  により、要員の救助行動の迅速化に努める。 

ベースのマニュアルと併用して、緊急時の初対応

力を強化する。 

あらゆる機会に住民にも周知し、避難行動の効率

アップに努める。 

防災関連 DVDを順次充実させるため、

作製経費の助成をお願いしたい。 

☆掲載 

【2-(2)-(ｲ) 災害に強いまち

づくりの推進】のうち、「避

難行動要支援者避難支援事

業の推進」 

Ｈ委員 ＪＡ 沼田地区 

・生産者の苦労や食べ物の大切さを学び、豊かな心を育むことを目的と

して、子どもたちが米や野菜づくりを体験する食育体験ツアーに取り

組む。 

・沼田地区は、広島市内中心部から３０分程度で

行くことができるため、生産者と消費者のコミュ

ニケーションづくりの場として最適といえる。 

 

☆掲載 

【3-(3) 子どもたちの豊かな

心を育む取組】 

Ｉ委員 
ひろしま西風新都ク

ラブ 
西風新都 

・地域への社会貢献 

・各企業団地と住宅地区とは区画で分かれてお

り、交流が無い一方で、道路に関しては共有であ

ることから、事故が無い安全なまちづくりに寄与

したい。 

・地域団体との仲介 

☆掲載 

【2-(2)-(ｳ) 安全なまちづく

りの推進】のうち、『「減らそ

う犯罪」推進事業の推進』 

・防犯カメラの設置に対する企業側からの寄与（ランニングコスト負担

等） 

・昨今、事件・事故等への迅速な対応のため、地

域によっては防犯カメラの設置が増えているが、

抑止の点からも必要であると考える。 

・防犯カメラの設置 

☆以下の事業での対応を検討 

【2-(2)-(ｳ) 安全なまちづく

りの推進】 

・西風新都内の各大学との連携（特にリクルート） 

・少子高齢化、若年労働者不足に対して、西風新

都にある企業、大学で定期的に就職合同説明会等

を実施したい。 

 
☆掲載 

【4-(2) 地学地就の促進】 

Ｊ委員 
安佐南区地域保健対

策協議会 
安佐南区全域 

『安全・安心・健康のネットワークづくり』 

・医科、歯科診療所、病院、保健薬局を健康づくりの拠点として位置付

けた上で、 

 ①近隣地域での健康に関する諸行事の口コミや掲示による情報提供 

 ②利用者への相談窓口（安佐南区地域保健対策協議会が作成した情報

マップなどの活用による相談先の紹介） 

 ③自院での取組（講演会や対応）  など 

・地域包括支援センターや公民館に比べ、格段に

事業所数が多く利用者も多いので、啓蒙や宣伝の

場として利用価値が高い。安佐南区地域保健対策

協議会として安佐南区での統一的な取組も行っ

ており、安全・安心・健康のネットワークが形成

しやすい。 

・ネットワークづくりのサポート、掲

示板費用や活動費用に対する資金援

助 

☆掲載 

【2-(3) 健康に暮らせるまち

づくりの推進】 
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議事資料１ 

アクションプラン案作成に向けたアンケートとりまとめ結果（3/3） 
委員 取組の主体（団体） 取り組む地域 取組内容 取組の背景やねらい 必要な行政の支援内容 アクションプラン案への反映 

Ｋ委員 

ｅ子育てセンター、

町内会 
祇園地区 

・転入１年目以内の子育て世帯（主に３歳未満の乳幼児を持つ家族）を

対象とした地域（町内会）との交流会 

・祇園地区は、転出入者が多い地域であり、特に

保育園・幼稚園・学校などに通う子どもがいな

い世帯は情報が遮断される傾向にあることか

ら、それらの世帯と地域の人が交流を持つこと

により、顔の見える近所のつながりを形成す

る。 

・顔の見える近所のつながりの形成 

・町内会に対する呼びかけ、交流会の

広報、情報提供 

☆掲載 

【2-(2)-(ｱ) 地域ぐるみの子

育てに向けた取組】 

ｅ子育てセンター、

区内大学 
安佐南区全域 

・長期休暇を利用して、大学生と利用者親子の交流を図ることを目的と

する。大学生には、現代の子育ての課題、地域子育て支援拠点施設事

業の役割を知り、子育て世代との交流を通じて子どもと遊んだり、保

護者と話せる場を提供する。 

・地域の学生等、地域の多様な世代との連携・交

流を図る。 

・学部、学科を問わず、各大学へのア

プローチ、コーディネート 

☆掲載 

【2-(2)-(ｱ) 地域ぐるみの子

育てに向けた取組】 

【4-(1) 大学と地域の交流・連

携の促進】 

Ｌ委員 伴地域女性会 伴地域 

・年 2～3 回のセミナーや区主催の研修会の開催による継続的な学習活動 

・夏には年 1回の区スポーツ大会 

・平和活動として 8 月 6 日の嵐の中の母子像供養、ジュノー博士記念碑献花 

・夏の盆踊り大会、秋のふるさと祭りなど地域の行事への協力・参加 

・沼田地区のお宝発見 

・散策マップを活用したおもてなし 

・国際平和文化都市にふさわしい活動や、地域の

豊かなまちづくりに貢献すること。ただし、会

員の若返りを期待し、会員の募集と魅力ある活

動を心がけ、日々努力を惜しまない。 

・地域の中学校・高校・大学、その他

若い方々への協力依頼 

☆一部掲載 

【1-(2)-(ｱ) ふるさと安佐南

再発見事業】 

 

☆その他は、以下の事業での対

応を検討 

【1-(2)-(ｲ) 地域資源となる

公共施設等を活用した魅力

づくり】 

【2-(1)-(ｳ) 交流機会の創

出】 

【4-(3) 地域への知識・技術

の還元・活用によるまちづく

りの推進】 

 


